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◎緊急通報システム設置事業
虚弱なひとり暮らし高齢者等の急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図るため、 緊急通報システムを設置します。
①設置対象者
高山村に住所を有し、 次のいずれかに該当する方

(1)おおむね65歳以せの虚弱なひとり暮らし高齢者
(2)ひとり暮らしの重度身体障がい者

- (3)その他村長が必要と認めた者を抱える高齢者のみの世帯

t②設置費用及び利用料 全額村が負担 (村の指定業者が設置)

-
◎高齢者バス回数券割引事業
交通弱者の高齢者が代替バスを利用する場合、 同数券を割り引いて販売します。

-①対 象 者 高山村に住所を有する65歳以たの方
-②販売価格 通常価格3,o o o円を a o o o円で販売します。

高山村では、在宅で高齢者等を介護する場合、 介護
保険事業以外でも永年住み慣れた自宅や地域で安心し
て生活が送れるように様々な高齢者福祉サービスを提
供しています。
なお、 サービスを受ける際には、 所得や身体状況な

こご -こす ごノ
ー三 角岳｣

高齢者の在宅生活を支えるための主なサービス
どにより自己負担額やサービス内容が異なる場合もあ
ります。 また、 介護保険の事業等によるサービスが優
先となる場合もありますので、 ご不明な点は高山村役
場住民課福祉係へお問い合わせください。

(平成25年4月現住)

朧 讓 褻癰饗さ藝 妄
り.ニンクに使用できる利勝の

- (3 療育手帳制度要綱こより療育手帳の交付を受“ナ、その判定がA の方
-②獲 纖 澪 も の口 ㈱指‘ % 業者““““■“能'

◎ひとり暮らし高齢者等配食サービス事業
高齢者のみの世帯の高齢者の健康保持及び孤独感の解消、並びに地域社会との交流を深めるため、配食サービスを行います。
①配食対象者 高山村内に住所を有する65歳以上の高齢者のみの世帯の方
②配食の方法
昼食を月曜n から金曜ロ (祝祭日等は除く。 ) の希望する日に社会福祉協議会の職員又はボランティアいぶきの方がご自宅に
お届けします。
③利用料金 1食300円 (利用者負担額)

◎在宅高齢者等自立支援ホームヘルプサービス事業
介護保険法による要介護者等に該当しない方が支援を必要とする場合、 自立支援ホームヘルプサービス事業を受けることがで

きます。
①派遣対象者
(1月虫居の方、 (2)高齢世帯の方、 (3)昼間介護者のいない方、 (4)4 0歳以上65歳未満で介護を必要とする方、 (5)介護を放棄さ
れている方、 (6)災害により介護を必要とする方、 (7)その他村長が必要と認めた方
②サービス内容 (1)家事に関すること、 (2)相談、 助言に関すること

③派遣回数 週 2 回程度で、 1回の訪問時間は 1 時間程度とする。
④利 用 料 1 回 (1 時間)150円、 1 時間を超える場合30分ごとに50円加算

◎自立支援デイサービス事業
介護保険法による要介護者等に該当しない方が支援を必要とする場合、 自立支援デイサービス事業を受けることができます。
①利用対象者
(1)独居の方、 (2)高齢世帯の方、 (3)昼間介護者のいない方、 (4)介護を拒否しているが、支援を必要とする方、 (5)40歳以上
65歳未満で支援を必要とする方、 (6)介護を放棄されている方で、支援を必要とする方、 (7)災害により支援を必要とする方、
(8)その他村長が必要と認めた方
②サービス内容
(1)基本事業 生活指導、 日常動作訓練、 養護、 健康チェック、 入浴サービス
(2)加算事業 送迎、 給食サービス
③利用回数 1 週間に 1 回程度とする。
④利 用 料 基本料500円、送迎加算100円 (食事代は実費相当額が必要となります。)

◎在宅ねたきり老人介護慰労金支給事業
門常生活に著しい支障がある在宅の高齢者等を介護し、要件を満たす方に介護の労をねぎらうとともに、在宅福祉の増進を図
るため介護慰労全を支給します。
①支給対象者
毎年4 月 1日、 7 月 1 日、 10月 ] 日及び 1月 1 日時点において次の要件をすべて満たす方を、 居宅において 1 年以上継続し
て介護している方
(1)高山村に住所を有し、 年齢が6 5歳以上であること。
(2 )介護保険法による介護認定の要介護4 又は 5 の状態が 1年以上継続し、 その期間中に施設等への短期入所及び入院等の通
算日数が10 0日を超えないものであること。
②介護慰労金の額
要介護 4 の方を介護した場合は年額2 6万円以内、 要介護 5 の方を介護した場合は年額30万円以内で、 支給月は 6 月 ･ 9 月
12月 ･ 3 月です。
※ 1回あたりの支給額 (要介護 4 …65 ,0 0 0円 / 要介護 5 …75 P O O円)

②自立高齢者等住宅改造費助成事業の対象者

◎高齢者住宅改造費助成事業
高齢者の生活の質の向上及び在宅生活の継続を支援するため、 高齢者のいる世帯の住宅内の改造費を助成します。
①高齢者介護用住宅改造費助成事業の対象者
(1)高山村に住所を有し、 60歳以上で要介護2以上の介護認定を受けた高齢者がいる世帯
(2)生計中心者の前年所得税課税年額が8万円以下の世帯

(1)高山村に住所を有し、 60歳以上で自立、要支援及び要介護 1のひとり暮らし高齢者文は高齢者のみからなる世帯
(2)前年所得税非課税の世帯
③対象工事
高齢者の身体能力等から必要となるバリアフリー工事で家屋内の改造費及びこれに必然的に付随する附帯工事費用
④助成率及び助成限度額
助成率は助成対象費用の6 分の 5 助成限度額は50万円
⑤その他の事項
(])高山村重度身体障著者 (児) 住宅改造費補助要綱による補助金を併せて交付を受けることはできない。
(2)介護保険制度における居宅介護 (支援) 住宅改修費とを併用する場合は、介護保険制度の給付を優先することとする。

　
-

◎介護用車両購入費補助事業
ねたきり等の要介護者及び身体障がい者等を、同乗させ外出する場合に使用する車椅子仕様車両を購入する場合補助金を支給
します。
①支給対象
次の各号のすべてに該当する方を同乗させ通院、 通所等に使用するために、 車椅子仕様の車両を新車で購入する場合。
(1)高山村に在住し住所を有する方
(2)次のいずれかに該当する世帯の要介護者及び介護家族
ア おおむね65歳以上のねたきり高齢者等を抱える世帯
イ 高山村身体障害者福祉法施行規則の別表第5号の 1 ･
がい者のいる世帯

②補助率及び補助限度額
補助率は補助対象費用の 3 分の2 補助限度額は6 6 6 ,0 0 0円

･ 2 級に該当する下肢 ･体幹の陣がい者、 又は下肢及び体幹重複障

◎紙おむつ等給付事業
在宅の療養者である家族の経済的負担の軽減と在宅生活の維持を支援するため、 紙おむつ等の給付を行います。
①給付対象者
高山村に住所を有する在宅の排尿及び排便行為に支援を要する方で、次の各号のいずれかに該当する方
(1)介護保険法による介護認定の要介護 1以上に該当する方
(2)高山村身体障害者福祉法施行規則の別表第5 号に規定する3級以上の障害にある方
(3)療育手帳制度要綱により療育手帳の交付を受け、その判定がAの方
②現物給付の限度額
1カ月あたり、 要介護 1 及び2 の方が3 ,0 0 O H 以内、 その他の方が5 ,0 0 0円以内。

平成25年4月 1日
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高山村の子育て支援サービス
高山村では、 安心して子育てができるように子育て支援策を実施します。
記のとおり紹介いたしますので参考にしてください。

◎児童手当
1 . 支給対象者
中学校卒業まで (15歳の誕生日後の最初の 3月3 1日まで) の児
童を養育している方
2 , 支給額
児童の年齢 児童手当の額 (1人当たり月額)
3歳未満 一律15 ,0 0 0円
3歳以上小学校終了前 10 ,0 0 0円 (第3 子以降は15○0 0円)
中学生 一律 10 ,0 0 0円

た↓

※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合は、
特例給付として月額ゞ律5,000円を支給します。
※ ｢第3子以降｣ とは、高校卒業まで (18歳の誕生日後の最初の
3月3 1目まで) の養育している児童のうち、 3 人目以降をいい
ます。
3 , 支給時期
原則として、毎年6月、 10月、 2月にそれぞれの前自分までの手

◎出産祝金支給事業
出産を祝し、 次代を扱う児童の確保を図るとともに、 子育てに伴
う経済的負担の軽減と児童の健全育成を1｣的として出産祝金を支給
します。
1 . 支給対象者
(I)出産時において本村に住民登録がされていて、引き続き本村
に居住しようとする方
(2)新生児を出産して養育をする父母
2 .出産祝金の額
くり第 1字及び第2子は200,000円
(2)第 3子以降は300 ,000円

◎児童館 (学童保育) 運営事業
昼間保護者等がいない家庭の小学校低学年児童の健全育成対策の充
実を図るため、児童館を設置 ･運営します。
利用料は無料ですが、おやつ代は保護者の負担となります。

◎子育てサロン
民生委員 ･児童委員さんによる子育てサロンが毎月第2 水曜= の午
前 lo時30分から保健福祉センター内の児童館で閣僚されます。参加賞
は無料で楽しい選具で遊んだり、新しいお友達作りの場としてご利用
ください。 (※会場の都合によりロ程が変更となる場合があります。)

◎子育て支援センター
交流施設 なごみにおいて毎週火 ･木 ･上曜日に子育て支援センター
が開設されます。同世代のお子さんをもつお母さん達でお気軽にご利
用ください。
･ご希望があれば食政帷の方が昼食を用意してくださいます。
(1食100円)
事爾週で木曜日は手作りのおやつを用意してお待ちしています。
(1食LOO円)

◎要保護児童対策地域協議会
保護者のない児童又は保護者に監護されることが不適当であると認
められる児童の適切な保護、又は保護者の養育を支援することが特に
必要と認められる児童若しくは出産後の養育について出産前において
支援を行うことが特に必要と認められる妊婦への適切な支援を図るた
め、高山村要保護児童対策地域協議会が設置されています。
･虐待かもと思われる事 ･育児での悩み事 ･その他児童に関し
て気になる事等があればご和談ください。

◎保育所運営事業
保育に欠ける幼児を保育するため

集 護憲oo円未満 14 ,o o O 7 ,O O O

鬚9貪榴細密驫 2 3 ,o o o 12,…

対 能う労うう丙苡圭 32,ooo 13 ,O O O象 4 0 8 ,0 0 0円未満
16 ,0 0 0 6 ,0 0 0

く 補 助 制 度
1 社会保険加入者
･対 象 者 満30歳以上で本村に住所を有する者
･補助対象 人間ドック
･補 助 額 1人 10 ,0 0 0円を限度とする

(1人 年度 1回のみ補助)
･申請方法 住民課窓L聞こ領収書 ･印鑑 ･ u 座番号

がわかるものを持参してください。
･受診方法 受診を希望する方は、 直接医療機関に

予約をして受診してください。
･医療機関 人間ドック受託可能な医療機関

2 国民健康保険加入者 (一般 ･退職)
･対 象 者 満35歳以ヒ75歳未満で高山村の国民

健康保険に 1年以上加入している者、
又は加入すると認められる者で国保税
を完納している世帯に属する者

･補助対象 人間ドック
補 助額 1人 3 0 ,0 0 0円を限度とする

(1人 年度 1回のみ補助)
･申請方法 住民課窓口に領収書 ･印鑑 ･ u 座番号

がわかるもの及び人間ドック健診結果
を持参してください。

･受診方法 受診を希望する方は、 面接医療機関に
予約をして受診してください。

当を支給します。
●認定請求
お子さんが生まれたり、 他の市区町村から転入したときは、認定
請求書を提出すること (申請) が必要です。 申請はお早めにお願
いします。
※認定請求に必要な添付書類
･健康保険被保険者証の写し
･児童手当用所得証明書 (必要に応じ)
･手当振込先の通帳 (請求者名義)
●現況届 (毎年6月に提出)
現況届は、 毎年6月 ]日の状況を把握し、 6 月分以降の児童手当
等を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを確認するため
のものです。
提出がない場合には、 6月以降の手当が受けられなくなりますの
で、 ご注意ください。
※現況届に必要な添付書類は認定請求と同様です。

生活保護法による被保護対
象者(里給対象者を含む)
住民税非課税対象者

　　　　　　

本村では、 人間ドックを受診された方に対し、 下記
のとおり受診費の補助を実施しています。社会保険、
国民健康保険及び後期高齢者医療制度加入者でそれぞ

0

5 ,0 0 0

9 0 0 0

14 ,0 0 0

2 3 ,0 0 0

1 ,0 0 0

2 ,0 0 0
3 0 0 0
. --
4 ,0 0 0

5 ,0 0 0

温泉事業者のご協力により、 満70歳以たの方がふ
書を発行します。 (紛失された方は再発行します。)
ふれあいプラザ :通常50 0円を30 0円 / いぶきの湯

住民課が扱う主なサービス内容を下

1 階層を区分する定義の住民税は、幼児保護者の都道府県市町村民税合計額とする。
同一世帯から2人以上同時に入所している場合の保育料は、次により算出し
た額とする。
(l)幼児数は、年齢の高い順から教える。
(2) 2人目の保育料=当該幼児の徴収金額×0.6
く3) 3 人目以降の保育料=無料
3 3 歳未満の入所幼児については、群馬県が実施する3 歳未満児保育料軽減事
業に基づき軽減する。
幼稚園児で朝のみ利用する場合は、課税区分なく 1カ月2,500円とする。
一時預かりの場合は、課税区分なく日額1,000円とする。
上記2及び3の軽減は、 4及び5には適用しない。

◎各種保健事業
保健センターにおいて、胎児期を含めたお子さんの健康を守り健や
かな成長のための各種健康診春、いろいろな病気からお子さんを守る
予防接種、安心して育児にのぞめるよう支援する相談、教室を実施し
ています。
ことばが遅い、発達が気になる等の心配があるお子さんは専門家に
よる相談や教室が受けられますのでご相談ください。
他に、赤ちゃんが欲しい人が特定不妊治療を受けた場合の治療費や
中学3年生、高校3年生相当の年齢の者のインフルエンザ予防接種費
用の一部を助成しています。

子育て支援に関する詳細は下記にお問い合わせください。
●高-ll村役場住民課 容63‐2 = 1

●高山村保健福祉センター 公63‐13 11

●高-=村保育所 ･児童館 8 63‐2 8 12

●児童相談所 容0570‐064‐00 0

｢人間ドック受診費補助制度について｣
れ補助額等が異なりますが、一人でも多くの方が受診
され病気の早期発見 ･早期治療に役立て健康維持の一
助にして頂ければと思います。

3 後期高齢者医療加入者

医療機関
そ の 他

要 )の 概
･医療機関
･そ の 他

受診方法

対 象 者

補助対象
補助 額

申請方法

- -r -ロ ー ----- - ---｢

人間ドック受託可能な医療機関
なお、村が実施している特定健診 (集団
健診 個別健診) を受けた方は、人間ド
ック受診費補助対象にはなりません。

群馬県後期高齢者医療被保険者で本村に
住所を有し、保険料を完納している者
人間ドック
1人 2 0 ,0 0 0円を限度とする
(1人 年度↑回のみ補助)
住民課窓口に領収書 ･印鑑 ･口座番号
がわかるもの及び人間ドック健診結果
を持参してください。 なお、 中請期間
は 4 月から翌年 1月末月までにお願い
します。
受診を希望する方は、 直接医療機関に
予約をして受診してください。
人間ドック受託可能な医療機関
なお、 村が実施しているご長寿健診
(集団健診 ･イ国別健診) を受けた方と
脳検査項目のみの脳ドックは、人間ド
ック受診費補助対象にはなりません。

お問い合わせ先 役場住民課 (咎6 3‐2 1 1 1)

◎ショートステイ事業
高齢者を一時的に養護する必要がある場合に、 一時的に特別養護老人ホーム又は養護老人ホーム等を利用できます。
①利用対象者
おおむね65歳以上 (6 5歳大浦で初老期痴呆に該当する場合も含む。 )で、 家族の介護を受けている方。 ただし、 精神保健法、
伝染病予防法等の法律の規定に基づいて医療機関で医療を受ける必要があると認められる方は対象となりません。
②利用期間 原則として 7 日間以内
③利 用 料 飲食物費相当額

◎温泉割引使用証明書発行事業
温泉事業者のご協力により、 満70歳以たの方がふれあいプラザといぶきの湯の使用料を割り引いて利用できる割引使用証明

通常3 0 0円を2 0 0円

◎ぐーちよきシニアパスポート事業 (県実施事業)
群馬県では、高齢者の積極的な外出を促すために、協賛店舗に提示すれば割引などの優遇措置が受けられる
アパスポート｣ の配街を実施しています。
①対 象 者 県内に住所を同する65歳以上で、配布を希望する方
②配布場所 役場住民課窓口 (運転免許証など本人確認ができるものを持参してください)
③サービス内容
協賛店舗によってサービス内容は異なります。 協賛店舗とサービス内容の一覧を希望される方には、 パスノ
せてお渡しします。
※詳しくは役場住民課、 もしくは県庁介護高齢課 (0 2 7‐22 6‐2 57 6)までお問い合わせください。

｢ぐーちょきシニ

パスポート配布の際に併

鬘迅 平成25年4 月 1日



就学援助費支給制度(準要保護)について
この制度は、高山村の小 ･中学校に在学する児童生徒で、
経済的な理由により就学困難と認められる児童又は生徒の
保護者に対して、 学用品費 ･給食費及び修学旅行費等を支
給する制度です。 該当されると思われる方へは、 別途教育
委員会から通知をさせて頂きますが、 通知がない場合でも
該当される方は忘れずに申請して下さい。
○申請の方法
･｢就学援助費支給認定申請書｣ に ｢就学援助費振込口
座届出書｣ を添えて教育委員会に申請して下さい。申
請書等は教育委員会にあります。
･前年度受給されていた方も、 引き続き受給を希望され
る方は申請が必要になります。

○申請 (認定) の目安
生活保詐隻世帯に準ずる程度に困窮し、 前年度又は当該年

掌 平成25年4月貸日

度において次のいずれかに該当する者
アノ臼舌保護を停止又は廃止された者
イ 村民税の非課税又は減免を受けている者
ウ 個人事業税の減免を受けている者
エ 固定資産税の減免を受けている者
オ 国民年金の掛金の減免を受けている者
力 国民健康保険料の減免又は徴収の猶予を受けている者
キ 児童扶養手当の支給を受けている者
ク 生活福祉資金の貸付を受けている者
ケ 経済的な理由により生活状態が悪いと認められる者
○申請期限
･ 5 月3 1u まで
0 問い合わせ先
教育委員会事務局 鰡r0 2 7 9‐6 3‐3 0 4 6

村では、 家庭で飼育している犬 (猫)の避妊 ･去勢手術を
した方に、 手術費に対する補助金を交付しています。 飼養
者の望まない犬 (猫)の繁殖を減らし、 野犬 (猫)や保健所
へ持ち込まれる大竹苗)の発生の抑制を目的に実施していま
すが、 平成25年4 月 1 u より補助金額を変更いたします。
(制度の内容)
0対象者

(猫) の避妊 ･去勢手術を実施した者。
　
　　
　　　　　　　　　　
をしていることが条件となります。)

平成25年度村税等の納期は下記のとおりですので、 口座
振替の方は納期眼前に残高確認を、 納付書払いの方は納期
眼までに納付して下さるようお願いいたします。

村税に係る｢督促手数料｣と｢口座振替不能通知兼領収書｣の廃止について
平素、 村民の方々には村税 (村県民税 ･固定資産税 ･軽
自動車税 ･国民健康保険税) の納税にご協力を頂き厚くお
礼申し上げます。
さて、 昨年12月定例議会において村税に係る督促手数
料 (1 件100円) の廃止を可決して頂き、 平成25年度課
税分から廃止することとなりましたのでお知らせいたしま
す。
但し、 督促手数料は廃止されますが ｢村税督促状兼領収
証書｣ は従来どおり納期内に納められない方に発送されま

○変更後補助金額
避妊 ･去勢ともに、 一頭につき手術費の2 分の 1以内と
し、 1,0 0 0円未満を切り捨てた額
(ただし、、1ん成2 5年 4 月 1 u 以降に手術を実施したものか
ら対象となります。 3月以前に手術を実施したものについ
ては一律5,00 0円となります。)
○申請方法
役場窓口にて領収書 (対象動物及び手術内容が明記され
ているもの。)･印鑑 ･通帳を持参して申請して下さい。

尚、問い合わせについては役場住民課へお願いいたします。

すので宜しくお願いいたします。
また、 村税について n 座振替をされている方で、引き落
としができなかった方に ｢口座振替不能通知書兼領収書｣
(以下 ｢通知書｣ という。) を発送していましたが、 督促手
数料を廃止したことに伴いこの通知書についても、 平成
2 5年度課税分から廃 -とすることになりましたのでご理解
頂きますようお願いいたします。
なお、 本件についてご不明な点がございましたら役場税
務課 (63‐2 1 1 1) 迄お問い合わせください。

また、 年度の途中でも口座振替の申込みは受け付けてい
ますので、 希望される方は各担当課まで連絡してドさい。

広報峯もモ墜、酸 -廳

飼大(獅)避妊及び去勢手術費補助金の金額変更について

大の散歩時において、 大の糞を処理せずにそのまま道路
に放置していくケースが見受けられます。 処理をしなけれ
ば周辺の衛生面に悪影響となり、 近隣の方々に大変迷惑が
かかります。

- = = ,鼠 - -=

高山村6 次産業推進事業補助金について
高山村では、 村内の農林水産物を活用した6 次産業化に取り組む方への支援により、 特産品の創出や本村農林
水産業の活性化を図ることを目的として、｢高山村6 次産業推進事業補助金｣
活用する新たな商品の開発などを検討されている方は是非ご活用下さい。

1 6 次産業化の定義
この補助金における 6 次産業化の定義とは、 生産
(1次)から加工 (2 次) 及び販売等 (3 次) までを一括
して行うもので、次のいずれかに該当するものとします。
①農林水産業者が生産から加工及び販売 ･流通までを
一括して行う事業
②農林水産業者以外の方が、 農林水産業者と連携して
商品の開発及び提供を行う事業

2 . 補助対象者
本村に住所を有していて、 村税及び使用料等の未納
がない方を対象とします。 団体として事業を行うこと
も可能です。
3。 補助対象事業
補助の対象となる事業は、 次のいずれかに該当する
事業です。
①商品の企画 ･開発に関する事業
②販路の拡大に関する事業
③農産物等加工施設の新設及び改修等に関する事業
④地域食材供給施設等の新設及び改修等に関する事業
⑤農産物直売施設等の新設及び改修等に関する事業
⑥加工及び販売に係る機械設備等の導入 ･整備等に関
する事業 (生産に係る機械設備等の導入は対象外と
します。)
⑦その他村長が必要と認めた事業
4 . 補助金交付の対象期間
平成25年度 ~ 平成30年度の6 年間
5 , 補助率及び限度額
補助対象事業に要する経費の50 % 以内で 1事業当

たり10万円~ 30 0万円を限度とします。
ただし、 1会計年度あたりの補助対象経費が20万
円未満 (消費税及び地方消費税は除く。) の場合は対
象外とします。
また、 事業実施が複数年にわたる計画であっても補
助金額は合算して300万円を限度とします。
事業の実施期間
事業の実施期間は、 事業申請の年度内に完了する事
業とします。
事業実施が複数年にわたる計画の場合であっても単
年度毎に申請を行うこととします。
申請方法
補助金の交付を希望される場合は、 申請書類等に必
要事項を記入のうえ役場農政課まで提出してください。
申請書類等は役場農政課窓n でお受け取り下さい。
書類の審査方法
村の事務的な審査を行った後に、 高山村 6 次産業推
進委員会において、 事業計画の妥当性や実現性につい
て審査を行い、 村長が決定します。
補助金の交付
この補助金は、 高山村補助金等に関する規則及び高
山村6 次産業推進事業補助金交付要綱に基づく交付と
なります。

6

お問い合わせ先
高山村役場農政課農政係
公0279 (6 3)2 1 11 内線54

7

8

9

を交付します。村内の農林水産物を

大の散歩時の糞の処理について
大の飼い主の方は、 散歩の際には責任をもって糞の処理
をしてください。

高山村役場 住民課

平成25年度 村税等の納期について

[代表電話 6 3‐2 1 1 1]

税目等、、、、、期g 担当果 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 1 1月 12月 1月 2 月 3 月

村 県 民 税 税務果 1期 2 期 3 期 4 期

固 定 資 産 税 税務果 1期 2 期 3 期 4 期

軽 自 動 車 税 税務果 全期
国 民 健 康保 険税 税務果 1期 2 期 3 期 4 期 5期 6 期 7期 8 期 9期

介 護 保 険 料 住民果 1期 2 期 3 期 4 期 5 期 6期 7 期 8 期 9期

後期高齢者医療保険料 住民果 ↑期 2 期 3 期 4 期 5期 6期 7 期 8 期 9期

上 下 水 道 使用 料 農政果 3 ･4月分 5 ･6月分 7 ･8月分 9･10自分 = ･12自分 1･2月分

村営住宅使用料 農政旨 毎月

学 校 給 食 費 教育果 毎月

納期限 (振替日) 潔“音階啓許否落籍離籍離籍離籍-離籍普請灘き告げ詫間若者“8篭密告
注意) 給料又は年金等から特別徴収 (天引き) される場合はそれぞれの支払月となります。
※不明な点がございましたら、 高山村役場各担当課までお問い合わせ下さい。 [代表電話
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っ
て
い
る
の

で
は
?

A
国
保
脱
退
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
国
保
税
は
世
帯
主
課
税
と

な
り
ま
す
の
で
脱
退
手
続
き
を

行
わ
な
い
限
り
世
帯
主
が
あ
な

た
の
国
保
税
を
払
い
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た

ら
幹
ロ
以
内
の
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

役
場
住
民
課

6
3
-
2
1
1
1

ヨ退職
者
医
療
制
度
｣の
届
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に
は
、

ほ
か
に

｢退 しは
、
一
般
の
国
民
健
康
保
険
の

｢退
職
者
医
療
制
度
｣
が
あ
り
ま
す

◆
対
象
者
は
?

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
た
方
の
う

ち
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
と
、
そ
の
ご
家
族

の
方
は

｢退
職
者
医
療
制
度
｣
に
該
当
し
ま
す
。

○
退
職
被
保
険
者

(本
人
)
の
条
件

①
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
こ
と

②
現
在
靴
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

③
厚
生
年
金
.
共
済
年
金
に
合
計
20
年
以
上
、
ま

た
は
鱒
歳
以
降
ゆ
年
以
上
加
入
し
て
い
る
こ
と

○
退
職
被
扶
養
者

(家
族
)
の
条
件

①
退
職
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
で
、
退
職
被
保
険

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

②
現
在
製
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

③
年
間
の
収
入
が
1
3
0
力
円
未
満

(印
歳
以
上
錐

才
未
満
の
方
は
1
8
0
万
円
未
満
)
で
あ
る
こ
と

◆
ど
ん
な
制
度
?

多
く
の
方
は
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
後
に
国
保
へ

加
入
し
ま
す
が
、
勤
め
て
い
た
と
き

(著
作
時
)
よ

り
も
退
職
し
て
か
ら
の
ほ
う
が
医
療
の
必
要
性
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
国
保
に
加
入
し
て
か
ら
の
医
療

費
の
ほ
う
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
間
の
不
公
平
を
是
正
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が

｢退
職
者
医
療
制
度
｣
で
す
。

◆
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
?

退
職
者
医
療
制
度
と
一
般
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
や
、
医
療
費
の
窓
u
負
担

割
合

(3
割
)
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
残
り
の

医
療
費

(7
割
)
を
負
担
す
る
財
源
が
異
な
り
ま
す
。

(
一
般
↓
高
山
村
国
保
･
退
職
↓
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
)

適
市
に
退
職
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
高
川
村
国
保
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、

結
果
的
に
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
の
増

額
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
届
け
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

条
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
①
現
在
使
用
し
て
い

る
国
保
の
保
険
証
、
②
年
金
証
書
、
③
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
高
山
村
役
場
住
民
課
窓
u
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

(6
3
-
2
1
1
1
)

子納税等 鰤 4師 m :ぼ′拝掌-
村
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

保
険
税

国
民
健
康

介
護
保
険
料

医
震
保
険
料

後
期
高
齢
者

使
用
料

上
･下
水
道

狽 ★
月5 ●

J
●

月6 ●

-三- -月7 - ● ● ● ● ●

胡 ●

- -
● ● ●

一月9 - - - ● ● ● ●1 0月 ● ● ● ● ●
1 1月 ● ● ● ●
1 2月 ● ● ●
目増も ● ●

一
● ● ● ●

月2 一 ● ● ●
月3 ● ● ● ●

あなたの会費


